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背弧海盆の熱水化学組成の経時変動

Time series change of fluid geochemistry in decade scale: Case studies for hydrothermal
systems in back-arc basin
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　南西太平洋のプレート境界にはいくつもの島弧・縁海系が発達しており、背弧拡大軸に伴う海底熱水活動地帯が数多
く知られている。これらの熱水活動は最初の発見から既に 10年以上が経過しているものもあり、こうしたタイムスケー
ルにおける熱水活動の経時変動についても情報が得られるようになってきた。背弧拡大軸は中央海嶺に比べて複雑なテ
クトニックセッティングにある場合が多く、マグマ活動の消長に伴う熱水化学組成の経時変動について研究するには適
していることが期待できる。本講演では、ラウ海盆ファルファリッジ、および南部マリアナトラフ拡大軸に位置する海
底熱水系をとりあげ、この問題に対するケーススタディとなる地球化学的研究を紹介する。

　ラウ海盆ファルファリッジの海底熱水活動は、1989年に行われたフランスの潜航調査によって発見され、2004年 10
月の「しんかい 6500」潜航調査（YK04-09航海）により 15年ぶりに再訪された。中央ファルファリッジセグメントに
ある Vai Lili Site (22 13.0’S, 17636.5’W, depth = 1720m)は、1989年には 340℃の熱水を噴出するブラックスモーカーに
代表される高温熱水地帯であった。ところが、2004年には熱水活動が著しく衰退していることが確認され熱水の最高温
度は 88℃に低下していた。しかし 2004年においても熱水試料の化学組成は、高温の熱水岩石反応を経験した熱水エン
ドメンバーが存在していることを示している。活動の衰退とともに海底下へ海水が侵入して海底面上で観察される熱水
温度が低下したことが示唆される。

　南部マリアナ背弧拡大軸の熱水活動については、2003年5月に米国による潜航調査によってその存在が確認されて以来、
2005年 7月までに 4回の潜航調査が行われている。拡大軸上に位置するSnail Site（12 57.2’N, 14337.1’E, depth=2880m）
では発見時の温度 248℃に対して、2003年 10月の「しんかい 6500」潜航調査（YK03-09航海）以降に行われた観測で
は最高温度 116℃にとどまっており、熱水系の温度低下が見られている。しかし熱水試料の化学分析値から推定される
熱水エンドメンバーの化学組成はこの間に全く変化しておらず、330℃に相当する高温の熱水だまりが海底下に存在して
いることを示唆している。ここでも、熱水系の温度低下は海水の侵入による混合が進んでいる結果であると考えられる。
海嶺軸から約 5km離れた海山に位置する Pika Site（12 55.1 N, 14338.9 E, depth = 2830m）では、2003年に発見されて
以来 310℃以上の高温熱水活動が維持されており、熱水エンドメンバーの化学組成もこの 2年間に変動していない。


